














【要約】

 近年の不妊治療の進歩により、多胎妊娠が増加してきており、それに伴い新生児集中治

療室(NICU)への未熟な多胎児の入院が増加してきている。多胎児の NICU への入院は、一

度に複数の NICU ベッドを占有するため、NICUのベッド運用上深刻な問題である。そこで、

多胎児における NICU のベッド運用からみた産科医療システムの検討の目的で、多胎児の

NICU への入院の現状を検討した。(1) 1978 年から 1994 年までの 16 年間に、鹿児島市立

病院周産期医療センターにて管理した多胎症例について検討した。出生数の低下にもかか

わらず NICU への多胎児の入院が増加していることが明かとなった。また、多胎児の大多

数は、双胎であるが品胎がここ数年増加していた。また人工換気を必要とする症例数は増

加し、その平均人工換気日数も増加しており、集中治療を必要とする多胎児の入院が増加

していた。また多胎児の NICU占有率は、1987年度の 4%から、1993 年度の 17.7%まで増加

してきており、最近では NICU の約 5 分の 1 のベッドを多胎児が占めている現状が明かと

なった。(2) 1994 年 12 月までの 5 年間に、当センターで院内出生した多胎児は、388 例

であり、43 例(約 11%)は正常新生児室で管理され、345 例(約 89%)が新生児部門へ入院管

理され、うち 198 例が NICU に収容されていた。今回の研究期間、5 年間に多胎児の管理

のために使用された病床数から、一日あたり多胎管理に使用された病床数の平均値を算出

した。その結果、新生児集中治療室(NICU)  ; 1.81 床、人工呼吸器 1.15 台、新生児回復

病床; 8.65 床、産科病床; 3.95 床が多胎管理のために使用されたことが明かとなった。

また、多胎児のための NICU 1 床あたりにつき新生児回復病床; 4.78 床、産科病床; 2.18

床が必要であることが明かとなった。(3)鹿児島県内の全産科医療施設へのアンケート調

査(回収率 100%)を行った結果、1997 年の 1 年間にレベルⅢにて妊娠分娩管理および新生

児管理の必要であった多胎のほぼ 100%が鹿児島市立病院周産期医療センターと鹿児島大

学医学部付属病院に収容されていることが明らかとなった。

 以上より、今回検討した鹿児島市立病院周産期医療センターでの多胎妊娠、多胎児の管

理に必要な病床数は鹿児島県全体での多胎妊娠、多胎児の管理に必要な病床数に近似した

値と考えられた。今後このような現状を踏まえた上での産科医療システムの構築が必要で

あると考えられた。


